
瀬戸内海における海洋ごみの実態

鹿児島大学水産学部　藤枝　繁

「海洋ゴミ対策の確立に向けた
　　　　情報支援システムの構築に関する研究」より

瀬戸内海における
海洋ごみ問題に関する５の疑問

Q１.　海洋ごみの特徴は？
Q２.　海洋ごみの総量は？
Q３.　海洋ごみの起源は？
Q４.　海洋ごみ問題の今後は？
Q５.　海洋ごみ問題を解決するためには？

平成18年～20年
「瀬戸内海海洋ごみ実態把握調査」

2006.9
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2006.11
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1. 海岸調査：261海岸／2006年5月24日～11月21日
2. 河川調査：６河川／2007年5,8,9,11月
3. 海面調査：10海域／2006年6月，2007年3,6月
4. 定期モニタリング：４地点／2006年7月～2008年1月
平成18年～20年「海洋ゴミ対策の確立に向けた情報支援システムの構築に関する

研究」(独)産業技術総合研究所
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瀬戸内海海岸漂着物など調査地点

A1.　海域別
海洋ごみワースト10

2005年国際海岸クリーンアップ結果より

A1.　カキ養殖用パ
イプ類を指標とし
た海洋ごみの空間
的分布
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カキ養殖パイプ類の府県別漂着密度の頻度別割合 A1.　カキ養殖
用パイプ類を指
標とした海洋ご
みの空間的分布

18.8%
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カキ養殖パイプ類の府県別漂着密度の頻度別割合



A1.　微小プラスチックごみの漂着散乱

発泡スチロール
破片89.1%

レジンペレット
1.1%

フィルム状破片
0.8%

溶けたプラスチック
0.6%

その他0.8%

2mm以上の微小プラスチックごみ
の品目別構成割合

1mm以上の微小プラスチックごみの
サイズ別構成（個数）割合

硬質プラスチッ
ク破片2.5%

徐放性肥料カプ
セル5.0%

人工芝破片0.1%

1mm以上の微小プラスチックごみの
サイズ別構成（容積）割合

A1.　微小発泡スチロー
ル破片の発生源

1万-5万個／m^2
5万-10万個／m^2
10万個／m^2以上

広島県：最大約39万個/m２（2.0mm以上；33海岸中15海岸で1万個/ m２以上）

県別平均漂着密度
（size:2.0mm以上）

微小発泡スチロール破片の高密度
（１万個/m2以上）漂着地点の分布

A1.　瀬戸内海の海面浮遊
ごみの特徴
海面目視調査結果より（４航海）
サイズ：ペットボトルキャップ以上
平均浮遊密度
　瀬戸内海：454.2個／km2(2007.5)
　鹿児島湾：448.6個／km2(fujieda)

レジンペレット

発泡スチロール
破片

人工芝破片

A1.　瀬戸内海の海面浮遊微小ごみの
特徴
ニューストンネット曳網調査より
調査点:19点
平均浮遊密度
　瀬戸内海：271,000個／km2
　鹿児島湾：  57,000個／km2

ニューストンネットで採取された浮遊ゴミ ニューストンネット

A1.　瀬戸内海の海底堆積ごみの特徴
海底堆積ごみの平均堆積密度の比較
瀬戸内海海ごみ対策検討会（環境省中国四国地方環境事務所）
平成18年度瀬戸内海海底ごみ実態把握調査より／10海域，41地点曳網

堆
積
密
度
（
kg
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m
2 )

206.7

315.0

54.419.8

376.7

材質別構成割合

2006年12月時点での
国内海岸漂着ごみ総量：
約26,000トン

評価ランク６以上の海岸の分布
「日本沿岸における漂着ゴミの実態把握調査」
（2006.12実施，国交省河川局海岸室）

参加市町村:606/664(91.3%)
調査海岸線長さ：325km/34,913km(0.9%)
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Q２.　海洋ごみの総量は？



A２.　瀬戸内
海における海
岸漂着ごみの
総量

府県別，海域別海岸漂着ごみ指標評価ランク

試算方法
■261海岸，調査海岸線延長90.2 km(1.25％) 海岸線総延長7,230km
■１袋あたりの平均重量2.3 kg
■確認漂着ごみ容積　13,265袋（35L袋）
■確認漂着ごみ重量　30.1トン
■各府県ごとの確認漂着ごみ重量を各府県の海岸総延長に伸ばして積算

推定総重量　約2,700トン

A２.　瀬戸内海における海岸漂着ごみの分布

指標評価ランク４以上の海岸の分布

ランクT以下： 海岸数47.9％，海岸長さ57.4％，確認総量の3.7％
ランク4以上： 海岸数23.0％，海岸長さ16.8％，確認総量の86.2％

A２.　瀬戸内海における海洋ごみの総量

瀬戸内海海ごみ対策検討会（環境省中国四国地方環境事務所）
2007年度瀬戸内海海底ごみ実態把握調査
■10海域，41地点で曳網
■平均堆積密度： 8,238個／km２ , 370kg／km２
(海面との密度の比較：個数18倍，重量14倍）

2007年5月瀬戸内海ごみ研究　海面浮遊ごみ目視調査
■サイズ：ペットボトルキャップ以上
■確認平均浮遊密度：454個／km2
■推定平均浮遊密度： 27kg／km2 面積

23,000km2

延長
7,230km

2006年瀬戸内海ごみ研究　海岸漂着散乱ごみ調査
■261海岸，調査海岸線延長90.2 km(1.25％)
■確認漂着ごみ容積：13,265袋（35L袋，2.3kg/袋）
■確認漂着ごみ重量：30.1トン
■各府県ごとの確認漂着ごみ重量を各府県の海岸総延長に伸
ばして積算

瀬戸内海の推定海ごみ総量
約11,800トン

海面浮遊ごみ
600トン
5%

海岸漂着ごみ
2,700トン
23%

海底堆積ごみ
8,500トン
72%

Q３.　瀬戸内海の海洋ごみの起源は？

資　料　：ディスポーザブルライター2,341本，瀬戸内海起源132本
解析方法：各府県から流出した総量を１とした場合の流れ向きとその割合
結　果　：兵庫，山口，愛媛県＝＞他県から→が集中＝＞集積しやすい

ディスポーザブルライターの流出地から見た瀬戸内海海洋ごみの流れ
（数値は各府県から流出した総量を1とした場合の移動量）

A３.　大阪湾と播磨灘海岸
に漂着するごみの発生源

ゴルフボール

ディスポーザブルライター

ディスポーザブルライターとゴルフボー
ルの流出地と漂着地（モニタリング４海
岸）の関係

29/88個

114/1490個 A３.　数値シ
ミュレーション
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